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図書館情報
－読書とは人生に大切なものをもたらすことです－

●お問い合わせ 本館　７３－１６１６
清和　８２－３０３３
蘇陽　７３－２７５５

休館日：本館・蘇陽（月曜日・祝日・年末年始）清和（GW・年末年始）
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　10 月に逝去した、今世紀を代表する
経営者スティーブ・ジョブズ氏。ジョブ
ズ氏が関わった、iPhone や iPad を
利用されている方も多いと思います。著
書は本人への膨大なインタビューを始
め、家族との関わりや、ライバルでもあっ
たビル・ゲイツ氏へのインタビューなど
も豊富に載った評伝です。

　福島原発事故の放射能漏れにより、
全村非難を余儀なくされた飯館村（い
いだてむら）。村長である菅野氏は、
突然の事態に大きな決断を迫られま
す。3月15日の福島第一原発の爆発か
らの奮闘の日々が綴られた一冊で
す。

　世界中に衝撃を与えた福島原発事
故。地元住民は避難を余儀なくされ、
穏やかな生活は一瞬に奪われた。著者
は深く現地取材を行い、放射能の不安
を抱える地元住民・事故処理に携わる
作業員たちの悲痛な声を伝えた一冊
です。

　チェルノブイリ原発事故以降、放
射能から住民を守るための研究を
行ってきた、ベルラド放射能安全研
究所によってこの著書は刊行されま
した。日本での原発事故を受けて、
日本語版が出版されました。今日か
らできる、台所からできる、放射能か
ら家族の身を守る方法とは。チェルノ
ブイリからのアドバイスです。

　11月に逝去した北杜夫氏は、歌人斎藤
茂吉の次男として生まれ、精神科医として
勤務する一方、創作活動を続けた作家で
す。「どくとるマンボウ航海記」や「楡家の人
びと」「夜と霧の隅で」などの作品を読まれ
た方も多いのではないでしょうか。著書
は、どんな名探偵も翻弄し、一国の国家予
算を超える盗みを働く怪盗ジバコが登場
するユーモア小説です。

　今年の本屋大賞を受賞し、メディア化

された人気小説の第 2 弾が登場！世界

的に有名な宝生グループのお嬢様にし

て国立暑の新米お嬢様刑事と、プロ野

球選手かプロの探偵になりたかった毒

舌執事が活躍するユーモアミステリで

す。

　93 歳の正造じいちゃんが、家族のこ

と、日々のことを綴った絵日記です。

56 年間優しい眼差しで描き続けた絵日

記、とっても素敵です。みなさんも、

今年は絵日記に挑戦してみませんか。

12月のおすすめ図書
「スティーブ・ジョブズ 1」
ウォルター・アイザックソン　     講談社　分類289

「怪盗ジバコ」
北  杜夫（きた  もりお）          文芸春秋　分類913

「謎解きはディナーのあとで  2」
東川  篤哉（ひがしがわ  とくや）  小学館　分類913
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12月24日（土）クリスマス会を開催します！
図書館にサンタクロースがやってきます！
プレゼントもあるよ！みんなで遊びにきてね
♪詳細は後日チラシにてお知らせします。

竹浪  正造（たけなみ  しょうぞう）       分類916

「はげましてはげまされて－
  93歳正造じいちゃん56年のまんが絵日記」

　2011年は東日本大震災の影響で、エネルギー
について改めて考えられた方も多かったのでは
ないでしょうか。私たちの生活を支えるために、
どれほどのエネルギーが必要なのでしょう。原
発問題とは何か、これからの課題とは。図書館
では、関心の高いこの問題を取り扱った書籍を
多数所蔵しています。

特集  東日本大震災から見る原発問題

菅野　典雄　　　　　　　　　　　　　ワニブックス

「美しい村に放射能が降った－
 飯館村村長決断と覚悟の120日」

「福島　原発と人びと」
広河　隆一　　　　　　　　　　　岩波新書　

「自分と子どもを放射能から守るには」
ウラジーミル・バベンコ　　　　　世界文化社

図書館クリスマス会の
お知らせ
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